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1

あらゆる分野における
女性の活躍推進

1. 男女共同参画視点からの防災力  の向上

2. 生涯を通じた暮らしや健康への 支援

３

安心・安全な暮らしの実現

2

男女共同参画社会実現のための
意識改革・社会基盤の整備

4
推進体制の充実・連携強化
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各種審議会等委員への女性の登用拡大

政治分野における女性の参画拡大

行政分野における意思決定への女性の参画拡大

企業における意思決定への女性の参画拡大

経営者層の意識改革の促進

女性の能力開発と発揮への支援

女性の就労支援

農林水産業における女性の主体的な参画、起業化の推進

地域団体、地域活動における男女共同参画の推進

地域づくりやまちづくりリーダーの育成

固定的性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス･バイアス）の解消

メディアにおける男女共同参画の推進

多様で柔軟な働き方の支援

男性の家事・育児・介護への参画、休暇・休業取得促進

ニーズに応じた子育てサービス等の充実

妊娠、出産等に伴う環境の整備推進

介護等に伴う環境の整備推進

子ども・若年層に対する男女共同参画教育の充実

社会教育の推進

防災分野における意思決定への女性の参画拡大

防災対策・避難所運営等への男女共同参画視点の取りいれ

ひとり親家庭や経済的貧困家庭への支援

高齢者の自立及び介護等への支援

健康増進事業や生活習慣病対策

ライフステージに応じた健康支援

妊娠・出産等に関する健康支援

障がい者への支援

相談体制の充実及び周知

女性に対する暴力への対応

支援体制の充実・強化

ハラスメント防止のための啓発及び相談体制の充実

犯罪の起きにくい社会づくり

横断的な推進体制の整備と施策の推進

男女共同参画に関する職員の意識啓発

国際的な協調及び貢献に向けた施策の推進

世界遺産を活用した学習の推進

性的指向・性自認に関する人権に係る配慮

外国人との相互理解を深めるための啓発や交流の推進

1. 政策・方針決定の場への女性の 参画拡大

2. 就業・雇用の分野における男女 共同参画の推進

3. 地域社会における女性の参画推 進

2. 仕事と生活の調和（両立）の
　 ための多様で柔軟な働き方の支 援

1. 男女共同参画の実現に向けた意 識啓発の推進

3. 
あらゆる学習の場での男女共同 参画の視点に

　 立った教育・学習の推進

1. 市の推進体制の充実

2. 国際社会の理解とSDGｓの推進

3. 多様性を尊重する環境の整備
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3. 男女間におけるあらゆる暴力の 根絶

1 2

ひと ひと

社会情勢の急速な変化の中、男女共同参画を推進していくことは、一人ひとりの個性と能力が十分に発揮できる、持続  可能な活力ある社会にとって不可欠なものです。

第4次計画では男女共同参画社会の実現に向けた取り組みをさらに加速させていくとともに、誰一人取り残される ことのない多様性に富んだ社会の実現のために、

基本理念を「女と男、すべてのひとがともにいきいき輝くまち」と改定しました。

市民一人ひとりの考え方や生き方が尊重され、全ての人が幸福を感じられる荒尾市の実現に向け、取り組みを進  めて行きます。
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あらゆる分野における女性の活躍推進

政策・方針決定の場への女性の参画拡大
政治分野、各審議会、行政分野などでの女性の参画を推進します。

重点目標

１

こんなことはありませ
んか？

目標指標

重点目標１　あらゆる分野における女性の活躍推進

指　　標 現状（令和2年度） 令和８年度目標

市の審議会等の女性登用率

家族経営協定締結農家戸数

いきいき人づくり事業女性参加率

35.0%

33戸

40.0%

26.9%

28戸

30.0%

目標指標

重点目標２　男女共同参画社会実現のための意識改革・社会基盤の整備

指　　標 現状（令和2年度） 令和８年度目標

市民意識調査で、荒尾市全体の男女の地位について「平等である」
と回答した人の割合

市の男性職員の育児休業取得率

３歳以下の子がいる家庭のうち父親が育児に参画している
家庭の割合

20.0%

30.0%

80.0%

17.7%

0.0%

67.3%

1

就業・雇用の分野における男女共同参画の推進
意識改革、就労支援などに取り組みます。また、起業を応援します。

2

地域社会における女性の参画推進
地域や地域での活動での男女共同参画を推進し、地域づくりやまちづくり
リーダーの育成に取り組みます。

3

あらゆる分野で女性の活躍の場を広げます！！

男女共同参画社会実現のための意識改革・社会基盤の整備

男女共同参画の実現に向けた意識啓発の推進

男女共同参画の実現に向けた意識啓発を推進し、仕事と生活の調和（両立）のための多様で柔軟な働き方

の支援、あらゆる学習の場での男女共同参画の視点に立った教育・学習を推進していきます。

「男は仕事、女は家庭」などの固定的性別役割分担意識や、「男だから」「女だから」などの
無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消に向けて取り組みます。

政治の場、政策・方針決定の場、就労・雇用の場、教育の場、家庭、地域社会等、あらゆる場面で男女共同参

画を推進していきます。

重点目標

２

こんなことはありませ
んか？

1

仕事と生活の調和（両立）のための多様で柔軟な働き方の支援
多様で柔軟な働き方を支援し、皆さんのワーク・ライフ・バランスを推進します。

2

あらゆる学習の場での男女共同参画の視点に立った
教育・学習の推進
子ども・若年層に対する男女共同参画教育の充実、社会教育の推進に取り組みます。

3

自分らしさ、ワーク・ライフ・バランスの実現を応援します！！

「男の子だから」
「女の子だから」など、
性別で決めつける

家事・育児と
仕事との調和が
取りにくい

家族の誰かに
家事や育児の負担が

偏っている

性別によって
仕事や仕事内容が

固定されていると感じる

産休・育休が
取りにくいと感じる

就職や面接で
性別を理由に

不利な目にあった

内定
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安心・安全な暮らしの実現

男女共同参画視点からの防災力の向上
防災分野への女性の参画を推進し、男女共同参画の視点で防災対策・
避難所運営等に取り組みます。

重点目標

３

こんなことはありませ
んか？

1

生涯を通じた暮らしや健康への支援
ひとり親家庭や貧困家庭、高齢者、障がい者等を支援します。また、女性のライフステージに
応じた健康支援を充実させ、相談体制の充実と周知に努めます。

2

男女間におけるあらゆる暴力の根絶
女性に対する暴力への対応、支援体制の充実・強化、ハラスメント防止のための
啓発及び相談体制の充実、犯罪の起きにくい社会づくりに取り組みます。

3

気づき、つながり、支え合う、安心安全なまちづくりを進めます！！

推進体制の充実・連携強化

市の推進体制の充実

推進体制の充実・連携強化のため、市の横断的な体制の構築並びに国際社会の理解とＳＤＧｓの推進、

多様性を尊重する環境の整備を推進していきます。

横断的な推進体制の整備と施策の推進、男女共同参画に関する職員の意識啓発に取り組みます。

安心・安全な暮らしの実現のため、男女共同参画視点からの防災力の向上に取り組み、男女間のあらゆる

暴力の根絶を推進するとともに、生涯を通じライフステージに対応した暮らし・健康への支援を推進し

ていきます。

重点目標

４

1

国際社会の理解とＳＤＧｓの推進
国際的な協調及び貢献に向けた施策の推進、世界遺産を活用した学習の推進に取り組みます。

2

多様性を尊重する環境の整備
性的指向・性自認に関する人権に配慮し、外国人との相互理解を深めるための啓発や交流の推進に
取り組みます。

3

目標指標

重点目標３　安心・安全な暮らしの実現

指　　標 現状（令和2年度） 令和８年度目標

防災会議に占める女性委員の登用率

子宮頸がん検診受診率

乳がん検診受診率

20.0%

18.2%

20.9%

6.9%

15.7%

19.7%

目標指標

重点目標4　推進体制の充実・連携強化

指　　標 現状（令和2年度） 令和８年度目標

男女共同参画をテーマにした教職員校内研修の実施校数

外国人を対象とした日本語教室の参加者数

小中学生対象郷土学習の参加者数

13校

20人

700人

2校

－

242人

非常時の炊き出し
などを担うのは、
女性であることが
多い気がする

パートナーからの
暴言・暴力行為を
受けたことがある

健康に対する
不安を感じる

災害時の避難所で、
プライバシーが
守られるか
気になる



あなたがいる　わたしがいる　みんながいる
お互いを認め　理解し　支え合い
共に生きる　荒尾をめざして

今ここに　生きている幸せを知り
これから生まれてくる　新しい生命のために
本当のやさしさで溢れる　荒尾をめざして

男女が互いに　その人権を尊重し
喜びも責任も　分かち合い

だれもが　いきいきと輝く　荒尾をめざして

わたしたちは
ここに

「男女共同参画都市」を宣言します

［編集・発行］ 荒尾市 総務部総務課男女共同参画推進室

［電 話 番 号］ 
〒864-8686 熊本県荒尾市宮内出目390番地

「男女が共に生きるまち・あらお」シンボルマーク

荒尾市のイニシャル「Ａ」を、共に手を取り合い協力し合う男女の姿にデザインし、表現しています。
色については、有明海を「青」、その夕日を「オレンジ」、小岱山を「緑」で表現しています。

0968-63-1139

第４次荒尾市男女共同参画計画　概要版
令和４年３月

荒尾市男女共同参画都市宣言

平成17年1月29日
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